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はじめに

ノリタケデンタルスキャナーSC-5

（以下SC-5）とはデンマークに本社を構
える3Shape社が製造する歯科用模型
計測器の最上位機種D900である（図1、

2）。
現在の歯科業界における非接触式計

測器としては、精度・機能ともに高い
水準を備える機種であるだけでなく、
機器の性能向上に伴い、付帯するCAD

ソフトウェアも改善・改良され、より

作業性・機能性を効率化したトータル
歯科CADソリューションであると考え
られる。

SC-5における機能面での特徴は以下
に示される項目が挙げられる。
●青色LEDの採用
●高解像度化されたカメラ（5メガピク
セル）4台による高精度スキャンが可能
（図3）
●マルチダイスキャン：多数支台模型
の連続計測（図4）
●Real Color™テクノロジー：模型上に

描かれた設計線と色調の読み取り（図5）
これらの機能が備わったことにより、
従来品と比較して、高精度で高機能な
歯科用補綴物の作製が要求される歯科
技工作業の一部を、より確実にサポー
トし得る機種であると考える。

アバットメントデザイナーを
用いたデザイン操作

本稿では、SC-5を用いて、歯科用イ
ンプラントに適合するカスタムアバッ

図1 ノリタケデンタルスキャナーSC-5
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図2 D900仕様（3Shape社情報より）

図3 5メガピクセルのカメラ4台と青色
LEDを使用し、高精度のスキャンが可
能となっている。

図4 マルチダイスキャンに使用
するフィクスチャー。

図5 Real ColorTM テクノロジーにより、模型上に記
された設計線、色調が読み取れる。

図6 スキャンアダプター 図7 スキャンアダプターを模型に装着したところ。
埋覆されているインプラントアナログの位置関係を読
み取るために使用する。
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トメントのデータ作製ができるCADソ
フト「アバットメントデザイナー」を紹
介したい。
従来の歯科技工作業の場合、カスタム
アバットメントは歯科医院から送られ
てきた印象をもとに模型を作製し、歯科
技工士の手によって作製されてきた。
しかし、CAD/CAMの進歩とともに、
模型作製の直後にCADを用いアバット
メントをデジタルデザインし、チタン
材料の機械加工を行うことが可能とな
り、これまでの方法と比較して技工作業
と治療時間の短縮が期待されている。
ここでは3Shape社のCADソフトであ
るアバットメントデザイナーを使用し
たカタナ®チタンアバットメントのデザ
イン操作について紹介する。
まず、スキャンを行うためにはカタ

ナ®アバットメント専用データベースお
よび専用のスキャンアダプターが必要
となる（図6）。このスキャンアダプター
を模型上に埋覆された技工用アナログ

に取り付け、スキャンを行う（図7）。
スキャンアダプターは高い精度で作

製されているため、僅かな誤差がある
と埋覆されているインプラント体の高
さや方向が狂ってしまう。そのため精
度の高いスキャンが求められるが、SC-

5を用いることで、より正確性の高い
データを取得することができる。これ
もSC-5を使用するメリットであると考
えられる。
その後、スキャンされたスキャンア

ダプターとデータベース上のスキャン
アダプター情報を合成し、模型上のア
ナログの方向、傾きを読み取る（図8）。
さらに歯肉（ガム）部にもスキャンを
行い、歯肉縁下の情報を読み取る（図

9）。こうして適正な埋覆方向の決定と
デザイン作業が可能になる（図10）。
デザインには多種多様な方法がある

が、通法のフレームワークデザイン、
クラウンデザインと同じ感覚で操作で
きるため、既にCADを導入されている

ユーザーには抵抗を感じることなく使
用することができると考えられる。
また、初めて使用するユーザーに

とっても、日本語表記を採用している
だけでなく、操作面で複雑な作業も少
なく、ユーザーフレンドリーなイン
ターフェースである。さらに、歯科技
工士が設計・製作したレジンアップも
しくはワックスアップ形状を読み取る
ことで、その形状をコピーしデザイン
を行うこともできる（図11）。
今回、「ロボティックアバットメント」、

「カスタムアバットメント」、「バーイン
ターフェイス」のうち、「ロボティックア
バットメント」を用いたデザイン方法に
ついて説明を行う。
デザインツールを使うことで自由自

在に形状を変化させることができる。
各ポイントをドラッグ（つまみながら）し
ながら変形させたり、トップキャップ
部を左右に傾けることもできる（図12）。
傾きについては設定上、アクセス

図8 データベースのスキャンアダプターとスキャンされたスキャンアダプターの
データ合成を行う。

図9 歯肉模型のデータとスキャンアダプターつきの模型データを合成する。

図10 デザイン　唇側、頰側を決定する。 図11 Ｄスキャンを行いデザインした場合。
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ホールの中心軸に20度以上は傾けるこ
とができないよう制御されているが、
その範囲内であれば自由に設計を行う
ことができる（図13）。

CADでのデザインの最大のメリット
として、アバットメントのデザインと
同時に上部構造で使用できるジルコニ
アフレーム、ジルコニアクラウン、テ
ンポラリークラウン、ワックスフレー
ムのデザインを同時に行うことができ
ることも挙げられる。
この際、デザインされたアバットメ

ント上でデザインを行うため、スキャ
ンによるデータの誤差がなく、通法の
模型を用いたスキャンでデザイン作業
を行う場合より、高精度な上部構造体
を作ることができる（図14）。
様々な方法によって設計されたデザ

インデータはカタナプロダクションセ
ンター（以下KPC）に自動送信された後、
専用5軸加工機によって加工される。こ
の専用加工機は表面の再現性にこだ

わった装置であり、ラボ内でミリング
された面に近い状態を再現できるよう
に設定されている。
またKPCではデータの受付に加え、

スキャナーを所有していないユーザー
のために、模型送付型のセンター方式
も開始し、インプラントやCADの経験
が豊富なKPC内のオペレーター（歯科技
工士）がデザインを行う。
この際には、まずユーザーは模型を送
付し、デザインが終了した時点でデザイ
ンデータが模型データとともにユーザー
に返送される。ユーザーは自分のパソコ
ン（OS:Windowsのみ）に当社より配布
するデザインデータビュワーをインス
トールすることで模型データ、デザイン
データを目視で確認することができる。

KPC内のCAMソフトは表面再現性、
機械制御にすぐれたデルキャム社専用
ソフトを用いて計算され、多種多様な
工具を駆使して切削されたあと、適正
な検査を行い納品される（図15）。

まとめ

SC-5を用いることによりCADのデー
タはますます高精度になり、またソフ
トウェアの進化とともに歯科における

CAD/CAMの役割は多岐に渡ってきてい
ると考えられる。
しかしながら、歯科技工士、歯科医

による歯科診療、治療、補綴物製作の
すべてを置き換えるのではなく、あく
までCAD/CAMは、Computer Aided

Design（コンピュータによるデザインの
補助）/Computer Aided Manufacturing

（コンピュータによる製造の補助）であ
り、それらをうまく取り入れることで、
新たな材料、診療、補綴に役立ていけ
ればと願う。
歯科におけるCAD/CAMの担う責任と
可能性は大きく、今後さらに発展する
とともに、重要度も増していくと考え
られる。

図12 アバットメント形状をデザイン。ポイントをつまんだり、ドラッグしたりす
ることでデザインを調整できる。

図13 傾きのデザイン。最大20度までの角度が付けられる。

図14 完成したチタン製カスタムアバットメント。 図15 アバットメントと同時にデザインしたクラウン。
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